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六
世
紀
、
皇
侃
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
論
語
義
疏
』
は
、
六
朝
論
語

学
の
粋
を
集
め
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
南
宋
の
こ
ろ
広
大
な
中
国
大

陸
で
は
悉
皆
姿
を
消
し
、
日
本
に
だ
け
完
本
と
し
て
伝
わ
っ
た
、
と
聞

く
だ
け
で
も
ロ
マ
ン
が
感
ぜ
ら
れ
る
が
、
こ
の
ロ
マ
ン
に
魅
せ
ら
れ
た

人
々
が
い
る
。
一
八
世
紀
前
半
の
根
本
遜
志
、
二
〇
世
紀
前
半
の
武
内

義
雄
、
二
〇
世
紀
後
半
以
後
の
高
橋
均
で
あ
る
。
こ
の
三
氏
は
『
論
語

義
疏
』
の
出
版
・
校
定
・
研
究
に
顕
著
な
足
跡
を
残
さ
れ
た
。
現
在
、

評
者
も
つ
た
な
い
歩
み
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
れ
を
追
い
越
し
て
若
い

学
徒
が
一
つ
の
成
果
を
ま
と
め
た
。

こ
の
本
は
端
的
に
い
え
ば
、『
論
語
義
疏
』
が
い
つ
日
本
に
伝
わ
っ

た
の
か
、
ど
ん
な
人
々
が
そ
れ
を
読
み
利
用
し
た
の
か
、
今
残
る
何
本

か
の
鈔
本
は
い
か
な
る
性
質
を
も
っ
た
も
の
か
な
ど
を
綿
密
か
つ
詳
細

な
方
法
で
考
究
し
た
も
の
で
あ
る
。

詳
細
を
極
め
る
文
献
書
誌
・
研
究
資
料
集
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ま
ず
、
目
次
を
挙
げ
て
、
全
体
の
構
成
を
示
そ
う
。

序
章　
　

日
本
古
代
中
世
『
論
語
義
疏
』
研
究
序
説
―
先
行
研
究

　

の
整
理
と
本
書
の
分
析
視
角
―

第
一
節　

日
本
古
代
中
世
の
『
論
語
義
疏
』
に
関
す
る
研
究
の
現

　
　
　
　

状
と
課
題

第
二
節　

本
書
の
分
析
視
角
と
漢
籍
受
容
史
研
究
の
提
起

第
三
節　

本
書
で
使
用
す
る
旧
鈔
本
『
論
語
義
疏
』
の
書
誌
事
項

第
一
章　
『
令
集
解
』
所
引
『
論
語
義
疏
』
の
性
格
―
「
五
常
」　

の
条
を
め
ぐ
っ
て
―

第
一
節　

先
行
研
究
と
そ
の
問
題
点

第
二
節　
『
令
集
解
』
の
文
献
学
的
問
題

第
三
節　
『
令
集
解
』
諸
本
所
引
『
論
語
義
疏
』
の
比
較
検
討
並

　
　
　
　

び
に
校
勘

髙
田
宗
平
著

日
本
古
代『
論
語
義
疏
』受
容
史

の
研
究
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第
四
節　
『
令
集
解
』
所
引
『
論
語
義
疏
』
と
他
の
典
籍
諸
本
所

　
　
　
　

引
『
論
語
義
疏
』
と
の
相
異

第
二
章　
『
弘
決
外
典
鈔
』
所
引
『
論
語
義
疏
』
の
性
格

第
一
節　
『
弘
決
外
典
鈔
』
の
特
徴
と
身
延
文
庫
所
蔵
二
本
の
書

　
　
　
　

誌
事
項

第
二
節　
『
弘
決
外
典
鈔
』
所
引
『
論
語
義
疏
』
と
旧
鈔
本
『
論

　
　
　
　

語
義
疏
』
と
の
比
較
検
討

第
三
節　
『
弘
決
外
典
鈔
』
所
引
『
論
語
義
疏
』
と
旧
鈔
本
『
論

　
　
　
　

語
義
疏
』
と
の
相
異
の
要
因

第
三
章　
『
政
事
要
略
』
所
引
『
論
語
義
疏
』
の
性
格

第
一
節　

大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
福
田
文
庫
所

　
　
　
　

蔵
『
政
事
要
略
』
の
書
誌
事
項

第
二
節　
『
政
事
要
略
』
所
引
『
論
語
義
疏
』
と
対
応
す
る
諸
旧

　
　
　
　

鈔
本
『
論
語
義
疏
』
の
比
較
検
討
並
び
に
校
勘

第
三
節　
『
政
事
要
略
』
所
引
『
論
語
義
疏
』・『
小
野
宮
年
中
行

　
　
　
　

事
裏
書
』
所
引
『
論
語
義
疏
』
と
旧
鈔
本
『
論
語
義
疏
』

　
　
　
　

と
の
相
異

第
四
節　
『
政
事
要
略
』
所
引
『
論
語
義
疏
』・『
小
野
宮
年
中
行

　
　
　
　

事
裏
書
』
所
引
『
論
語
義
疏
』
と
敦
煌
本
『
論
語
疏
』

　
　
　
　

と
の
相
異

第
四
章　
『
令
義
解
』「
上
令
義
解
表
」
注
釈
所
引
『
論
語
義
疏
』

　
　
　
　

の
性
格

第
一
節　
『
令
義
解
』
の
主
要
な
写
本

第
二
節　
『
令
義
解
』「
上
令
義
解
表
」
注
釈
所
引
『
論
語
義
疏
』

　
　
　
　

と
旧
鈔
本
『
論
語
義
疏
』
と
の
比
較
検
討

第
三
節　
『
令
義
解
』「
上
令
義
解
表
」
注
釈
所
引
『
論
語
義
疏
』

　
　
　
　

と
旧
鈔
本
『
論
語
義
疏
』
と
の
相
異

第
五
章　

日
本
古
代
に
於
け
る
『
論
語
義
疏
』
受
容
の
変
遷

第
一
節　

日
本
古
代
典
籍
に
見
る
『
論
語
』
注
釈
書
受
容
の
諸
相

第
二
節　

日
本
古
代
に
於
け
る
『
論
語
義
疏
』
受
容
の
諸
相

　
　

補
論　
　

藤
原
宇
合
の
『
論
語
』
受
容
に
関
す
る
一
試
論　
　
　

　

―
『
懐
風
藻
』
所
載
宇
合
詩
序
を
手
が
か
り
に
―

第
一
節　

藤
原
宇
合
の
略
歴

第
二
節　
『
懐
風
藻
』
所
載
藤
原
宇
合
詩
序
二
篇
の
検
討

第
三
節　
『
懐
風
藻
』
所
載
藤
原
宇
合
詩
序
二
篇
の
文
飾
に
供
さ

　
　
　
　

れ
た
『
論
語
』

藤
原
宇
合
周
辺
の
漢
籍
―
む
す
び
に
か
え
て
―

終
章　
　

結
論
と
今
後
の
展
望
・
課
題

第
一
節　

本
書
の
結
論

第
二
節　

今
後
の
展
望
と
課
題

跋
語

索
引
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（
各
章
に
置
か
れ
た
「
は
じ
め
に
」・「
む
す
び
に
」
及
び
節
の
下
位
分
類

で
あ
る
「
項
」
は
省
略
し
た
。）

現
在
、『
論
語
義
疏
』
の
鈔
本
は
三
六
本
の
所
在
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
室
町
時
代
以
降
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、
確
実
に
鎌
倉
・
平

安
時
代
ま
で
遡
り
得
る
と
い
え
る
も
の
は
一
本
も
無
い
。
こ
う
し
た
状

況
下
で
、
日
本
古
代
に
お
け
る
『
論
語
義
疏
』
の
受
容
史
を
調
べ
よ
う

と
す
れ
ば
、
必
然
的
に
日
本
古
代
の
文
献
中
に
引
用
さ
れ
た
り
、
言
及

さ
れ
た
り
し
た『
論
語
義
疏
』を
調
査
す
る
し
か
方
法
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
試
み
は
こ
れ
ま
で
も
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
著
者
は

従
来
の
方
法
に
飽
き
足
ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
従
来
の
研
究
は
、
日

本
古
代
の
古
典
籍
を
調
べ
る
際
、
近
代
に
な
っ
て
出
版
さ
れ
た
活
字
本

を
用
い
、
最
古
・
最
良
の
原
本
を
無
視
し
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
最

も
良
質
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
調
べ
直
し
た
ら
、
新
し
い
発
見
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
こ
れ
が
著
者
の
出
発
点
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

著
者
は
『
義
疏
』
の
引
用
の
あ
る
古
代
文
献
と
し
て
、『
令
集
解
』（
第

一
章
）・『
弘
決
外
典
鈔
』（
第
二
章
）・『
政
事
要
略
』（
第
三
章
）・『
令
義

解
』「
上
令
義
解
表
」
注
釈
（
第
四
章
）
を
取
り
上
げ
る
。

『
令
集
解
』
は
、
国
史
大
系
本
を
用
い
る
研
究
者
が
多
い
中
、
著
者

は
こ
れ
を
断
然
拒
絶
し
て
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
田
中
本
・
宮

内
庁
書
陵
部
所
蔵
鷹
司
家
本
・
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
清
家
本
・
国
立

公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
紅
葉
山
文
庫
本
・
宮
内
庁
侍
従
職
所
管
東
山

御
文
庫
本
・
京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
『
旧
抄
本
経
書
』、
以
上
六

つ
の
写
本
す
べ
て
を
用
い
て
比
較
考
察
す
る
。

さ
て
、『
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
る
『
論
語
義
疏
』
は
全
部
で
一
三

か
条
あ
り
、そ
の
う
ち
の
四
か
条
が
「
五
常
」
に
関
す
る
疏
文
で
あ
る
。

著
者
は
そ
の
四
か
条
を
前
述
の
六
つ
の
写
本
を
用
い
て
校
定
し
た
。
苦

労
し
て
作
ら
れ
た
校
定
文
だ
が
、
評
者
が
そ
れ
を
国
史
大
系
本
と
比
べ

る
と
、
全
く
同
文
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
四
か
条
の
う
ち
三
番
目
の
条

で
、「
照
」
が
「
明
」
に
な
っ
て
い
る
だ
け
の
違
い
で
あ
り
、
こ
れ
は

六
つ
の
写
本
も
す
べ
て
「
明
」
に
作
り
、し
か
も
国
史
大
系
本
は
「
明
、

下
文
及
論
語
義
疏
作
照
」
と
頭
注
を
付
け
て
い
て
、
国
史
大
系
本
の
優

秀
性
を
示
す
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
著
者
の
努
力
が

徒
労
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
い
い
か
げ
ん
な
活
字
本
が

横
行
し
て
い
る
今
日
、
著
者
の
作
業
は
ま
さ
し
く
王
道
な
の
で
あ
る
。

著
者
は
こ
う
し
て
得
た
「
五
常
」
条
の
校
定
文
と
、『
令
集
解
』
以
外

の
古
典
籍
に
引
用
さ
れ
た
『
論
語
義
疏
』「
五
常
」
条
文
と
の
比
較
を

行
う
。
そ
の
際
に
用
い
ら
れ
た
も
の
は『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』・『
般

若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』・『
性
霊
集
注
』・『
悉
曇
輪
略
図
抄
』・『
秘
密
宝

鑰
勘
註
』・『
五
行
大
義
』
裏
書
・『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』・『
太

子
伝
玉
林
抄
』・『
論
語
抄
』
に
加
え
、鈔
本
『
論
語
義
疏
』
と
敦
煌
本
『
論
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語
疏
』
で
あ
り
、し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
最
善
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
い
る
。

ど
ん
な
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
か
、
一
々
挙
げ
き
れ
な
い
の
で
、
ど
う
か

本
書
を
開
い
て
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
室
町
鈔
本
『
論
語
義
疏
』
に
つ

い
て
は
、
応
永
三
四
年
本
・
文
明
九
年
本
・
清
煕
園
本
を
用
い
た
こ
と

は
首
肯
で
き
る
選
択
で
あ
る
。
さ
て
比
較
の
結
果
、「
五
常
」
条
文
中

「
人
稟
此
五
氣
」
に
作
る
グ
ル
ー
プ
（『
令
集
解
』、『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心

論
』
な
ど
）
と
「
人
稟
此
五
常
」
に
作
る
グ
ル
ー
プ
（
室
町
鈔
本
『
論
語

義
疏
』、
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
な
ど
）
に
分
類
さ
れ
、「
五
氣
」
に
作
る
典

籍
は
「
五
常
」
に
作
る
典
籍
よ
り
も
相
対
的
に
古
い
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
。高
橋
均
氏
も
既
に
こ
れ
に
気
づ
か
れ
、伝
写
の
過
程
で「
五
氣
」

を
「
五
常
」
に
誤
っ
た
と
推
論
さ
れ
た
が
、
著
者
は
そ
れ
を
単
な
る
誤

写
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
思
想
的
背
景
を
想
定
す
べ
き
で

あ
る
と
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
著
者
自
身
も
自
覚
し
て
い
る
ご
と

く
さ
ら
に
詳
し
い
考
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
平
安
時
代
初
期

の
成
立
で
あ
る
『
令
集
解
』・『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
に
引
か
れ
る

『
論
語
義
疏
』
は
唐
鈔
本
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
、「
五
氣
」
と
「
五

常
」
の
小
違
は
あ
れ
、
室
町
鈔
本
『
論
語
義
疏
』
も
唐
鈔
本
に
由
来
す

る
と
著
者
は
結
論
づ
け
ら
れ
た
。　

『
弘
決
外
典
鈔
』
に
引
用
さ
れ
る
『
論
語
義
疏
』
五
か
条
を
検
討
す

る
際
に
も
、
著
者
は
最
古
の
平
安
時
代
写
本
（
天
理
図
書
館
所
蔵
『
五
臣

注
文
選
巻
二
十
』
紙
背
）
を
含
め
た
五
種
の
写
本
・
版
本
を
準
備
す
る
。

詳
細
な
比
較
の
結
果
は
、『
弘
決
外
典
鈔
』
所
引
『
論
語
義
疏
』
と
室

町
鈔
本
『
論
語
義
疏
』
は
大
局
的
に
見
て
、
本
文
系
統
を
異
に
す
る
と

言
い
得
る
よ
う
な
相
違
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
弘
決
外
典
鈔
』
所
引

『
論
語
義
疏
』
も
ま
た
唐
鈔
本
に
由
来
す
る
と
い
う
。
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『
政
事
要
略
』
が
他
の
書
を
介
さ
ず
に
直
接
引
用
す
る
『
論
語
義
疏
』

は
三
か
条
あ
る
。
そ
の
三
か
条
に
つ
い
て
、
本
文
を
確
定
す
る
た
め
室

町
鈔
本
三
本
を
比
較
し
た
結
果
、
文
明
九
年
本
に
多
く
の
誤
写
・
脱
字

を
認
め
た
と
い
う
。
こ
の
指
摘
は
全
く
同
感
で
あ
る
。
評
者
は
現
在

三
六
本
の
鈔
本
す
べ
て
を
用
い
て
校
勘
作
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
文
明

九
年
本
だ
け
が
他
の
鈔
本
と
異
な
る
場
合
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

武
内
義
雄
氏
が
定
本
を
作
る
際
、
こ
の
や
や
特
異
と
も
い
え
る
鈔
本
を

底
本

4

4

に
し
た
こ
と
に
対
し
て
疑
念
を
呈
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
て
著
者

は
九
本
の
『
政
事
要
略
』
を
調
査
し
、
そ
の
う
ち
最
善
と
思
わ
れ
る
大

阪
市
立
大
学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
福
田
文
庫
所
蔵
本
を
選
定
し
、

先
に
確
定
し
た
本
文
と
比
較
す
る
。
そ
の
結
果
、『
政
事
要
略
』
に
は

室
町
鈔
本
『
論
語
義
疏
』
に
は
無
い
「
中
国
結
髪
而
衣
衽
向
右
夷
狄
被

領
而
衣
衽
向
左
」
の
句
が
有
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
高
橋
均
氏
は
『
政

事
要
略
』
の
撰
述
者
に
よ
り
、
補
い
書
き
換
え
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
た
が
、
著
者
は
醍
醐
寺
所
蔵
文
永
五
年
鈔
本
『
論
語
集
解
』
裏
書
に

も
同
文
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
補
い
書
き
換
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
室
町
鈔
本
『
論
語
義
疏
』
で
は
佚
し
た
、
旧
態
を
遺
存
す
る
『
論

語
義
疏
』
の
引
用
文
で
は
な
い
か
と
の
見
方
を
示
さ
れ
た
。
傾
聴
に
値

す
る
見
解
で
あ
る
。

『
令
義
解
』「
上
令
義
解
表
」
注
釈
に
は
一
か
条
の
『
論
語
義
疏
』
が

引
用
さ
れ
る
。
紅
葉
山
文
庫
本
と
廣
橋
本
を
用
い
て
室
町
鈔
本
『
論
語

義
疏
』と
の
比
較
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、「
也
」の
有
無
に
よ
っ

て
旧
態
を
存
す
る
か
否
か
を
判
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
極
め
て
危

険
な
こ
と
と
愚
考
さ
れ
る
。
文
末
「
也
」
は
、
書
写
の
際
に
行
数
や
字

数
の
調
整
の
た
め
、
恣
意
的
に
添
削
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
を
以

て
鈔
本
の
系
統
を
推
定
す
る
の
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
五
章
は
、『
論
語
義
疏
』
が
い
つ
ご
ろ
伝
来
し
た
の
か
、
ど
ん
な

人
物
が
そ
れ
を
読
み
、利
用
し
た
の
か
を
ま
と
め
、補
論
は
、『
懐
風
藻
』

に
載
せ
ら
れ
た
藤
原
宇
合
の
詩
の
序
に
『
論
語
義
疏
』
の
文
辞
が
用
い

ら
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
、
終
章
は
、
本
書
の
結
論
と
今
後
の

展
望
・
課
題
を
も
っ
て
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

以
上
、
章
を
追
っ
て
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
た
が
、
最
も
特
徴
的
な

こ
と
は
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
典
籍
に
関
す
る
書
誌
と
先
行
研
究
と
が
極

め
て
詳
細
に
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
注
の
分
量
が

並
大
抵
で
は
な
い
。
第
一
章
な
ど
は
本
文
よ
り
ペ
ー
ジ
数
が
多
い
の
で

あ
る
。

い
つ
の
日
か
細
部
に
宿
る
神
が
更
に
輝
か
し
い
姿
で
出
現
す
る
で
あ

ろ
う
こ
と
を
期
待
す
る
。

（
か
げ
や
ま
・
て
る
く
に　

実
践
女
子
大
学
）


